
校 章

制 定 １９６４年５月１５日

○ ペンは勉学にいそしむことをあらわしています。

○ 鳩は学校のすぐ近くに建っている「小鳩の塔」の小鳩を

かたどったもので、平和の願いがこめられています。

（小鳩の塔は戦争の犠牲となった慶留間の学童を祈念しています。）

○ 鳩が羽ばたいているのは、本校の将来への発展性を物

語っています。

○ 二本のペンが堅く結びついているのは賢い団結、すな

わち人の和をあらわしています。

◎ この校章の図案は、先輩の仲村正(昭和36年度卒)さん

が考えたもので、わたしたちの誇りにしています。
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制定 昭和４年（1929）
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